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私は，かねてより私達の居住する北海道と，その自然条件［こ様々な共通点を持つスカンジナ
ビア各国のテキスタイル・アー トについて深い関心を抱いていたが，昨年，本学に於ける第2
回海外研修生として，それらの国々を訪れ，直接に視察する機会に恵まれた。
私の参加したセミナーは， 15日間にわたってパリ，オスロ，ストックホルム，ヘルシンキ，コペン
ハーゲンの美術館，博物館，工場，学校，各種建築物， デザインセンター，シ ョー ル ムー，一
般家庭等，数多くの見学個所を巡回するものであったが，今回の報告は私の専問分野であるテ
キスタイル関係にテーマを絞って，視察，取材したものを元に帰国後，更に調査したことも含
めて報告したいと思う。
1.日程と経路
昭和56年7月12日から
7月26日までの15日間，
北海道教育大学札幌分校，
伊藤隆一助教授を中心と
して企画実施されたもの
であり，成田発コペンハ
ーゲンを経由してパリヘ
到着後，オスロ，ストック
ホルム，ヘルシンキ，コペ
ンハーゲンへと巡回した。
2.主なる経路
巡回した主な経路は，
図lのとおりである。
I セミナ一日程及び経路
図1 主なる経路
ノルウェー海
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皿 ノルウ工ーのテキスタイル・アートについて
この国は，事実上はヨーロッパ大陸に位置しているのだが，海岸側は，フィヨルド，スウェ
ーデン側には，スカンジナピア山脈が横たわり，他国と隔離され孤立した国のイ メージが強い。
また，長く 寒い冬と白夜の続く短い夏ということからも推察されるよ うに，この国の人々は厳
しい自然条件の中での生活を強いられているのである。 しかし，その反面， 人々を取り囲む美
しい自然は他に類を見なPoこの美しい自然に恵まれているノルウエーの人々は，自らの暮し
の中に手づくりのものを好み，すぐれた手工芸品が親から子供へ，子供から またその子供へと
受けつがれているのである。中でもテキスタイ ル ・アートに関しては 自他共にテキスタイル
王国を誇るだけあって素晴しい染織品が至る所で目に止まる し， また伝統的な絵織物等，世界
に誇る数々の芸術品とその技法が，現在もなお、残っている。
またそれと同時に，優秀なテキスタイル・ デザイナーや，その作家を沢山生み出しているの
である。
このように長い年月，生き続ける染織作品の歴史について私は，非常に興味を待っていたの
でこの国を訪れた時，最初にオスロにある民族博物館とオスロ工芸美術館を見学した。ここで
ノルウエーの最も伝統的な織物と言えば，まず絵織物を挙げなければならない。これはどレッ
ド・ヴエヴ（Pietu r巴 Weaving）と呼ばれ，現在では世界のあちこちで親しまれているもので
ある。
民族博物館の，織物の家（WeavingHouse）でこの織物を充分に観賞することができるが，た
ではたを使用して，経糸を垂直に張っておく技法で織り上げる織れ織りの一種であり丹念に下
絵にそって緯糸の色を変えていく ことによって 絵のよ うな織物ができ上るとい うものである。
ノルウエーの絵織物は色糸を折返し何で、上下に交叉させるので，柔かい織物ができ 上るのが特
徴でもある。
現在， 発見されているもので最古のものは1904年にヴァ イキング船，オーセベルグから発見
された紋織の布である。 これは 9世紀頃，女王オーサを葬ったときに使われたと言われている
が様々な事物を配し，技術的にも大変に高度なものである。
写真 1 オーセベルグから発見された紋織の布の複写（民族博物館のコピーより）
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13世紀になると，文化的にも最も盛んな時代となり ゴブラン織が作られている。その代
表的なものが，パルデイ ショール・タペス トリーと呼ばれる絵暦で 残念なことに4月と5月
の部分より残っていないが，この時代の織物で最も芸術的価値が高く，現代のノルウエーの織
物は，これに大変強い影響を受けている。この古い時代に，これ程力強く， 内容も豊かな織物
がなされていたという事実に改めて感心し，ノルウエーの織物の歴史は中世から始ったと言わ
れていることに車内得がいくのである。
幸いなことにこのタペストリーの断片は，オスロの工芸美術館で観賞することができる。
また，この国の絵織物は，非常 写真2 パルデイショールの月暦（NORSKBILLEDVEVより）
に複雑なからみ合をしながら発達
しているのであるが，それは，ヴ
ァイキング時代の原始的な機で織
られたもの， ラップ人の織物の影
響，ノルウエ一人の一般家庭での
織物，そしてヨーロッパからのゴ
ブラン織の影響等，多種多様な要
素が入り来Eんでいるためであり，
民族博物館，工芸美術館の両方で，
私達は，新しいものと古いもの，つまり中世の重くずっ しりした絵柄があるかと思うと，現代
のものだと言って良いような新しい感じのものがあったり，宗教的なものに，まぢって抽象的
なもの， あるいは幾何学的なものがあったり非常に，多彩な織物に出会うのである。
そしてこの新しいものと古いものが同時に存在し得たと言うことが，ノルウエーの今日のテ
キスタイル王国の源となったと言えるのではないかと思う。
写真3 絵織物に使用された竪機 写真4 糸巻き，糸車等
上の写真は，当時のはた織機と，糸車など絵織物に使用されていた道具類であり，次頁6枚
の写真と共に，民族博物館で取材したものである。写真7の長持は， 非常に美しい木彫が極彩
色でほどこされている。女性が嫁ぐ時， 自作の品を入れて行ったものである。
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写真5 織物の家の内部 ・絵織物の展示室 写真6 織物の家の内部 ・絵織物の展示室
写真7 絵織物と装飾のある長持ち 写真8 中世の染料店
写真9 絵織物（NORSKBILLEDVEVより） 写真10 絵織物（NORSKBILLEDVEVより）
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やがて16世紀になり宗教改革の影響を受けて以来， 北ドイツから，綴れ織りの職人が入って
来たり，多くの変化を伴ったがタペストリーの他に寝具類等も作られ新しい技法が生み出され
るようになる。 17世紀になって新しい技法が，地方の各家庭にも浸透して，聖書から図柄を考
えて，教会の装飾用の布を織ったり稚拙ではあるが，生活を楽しむものが作られた。しかし，
このごろの織物は，さほど発展せず＇＇ ，19世紀の後半まで脚光を浴びることはなかった。
1905年にスウェーデンから完全に独立して以釆，この国は急激に発展して，文化的にも，確
固たる民族芸術を作り上げたのである。この時に，ひと度， 衰退の途をたどっていた絵織物が
再び匙ったのである。フリダハンセンのように偉大な芸術家を初め，沢山のテキスタイ ル・ デ
ザイナー ・及びテキスタイ ル ・アーチストが登場したのもこの頃である。
なお，現代のノルウエーの染織は，ナチズムに対する抵抗として，モニュメン トのような大き
なタペス トリ ーが作られ，私達は現在， それを市庁舎等で見ることができ る。
また，この固には， 絵織物の他に忘れてはならない，
リノ〈ーシブルのルーロカンという技法がある。それら
は赤と緑を基調にしたものが多く 非常に美しい。
一方， 経緯の糸の制約を受ける織物から， もっと 自
由な表現方法をと考えた人々によって， アップリケ，
刺繍， プリント等も好まれ， 民族衣裳などに非常に美
しい装飾が施された。所によっては，現在でもその美
しい衣裳がお祭などの折に使われている。
写真12 美しい刺繍の小物類
写真12は，ていねいな刺繍の施されている美し
い小物類で，非常に凝った物である。
写真13は手織の縞模様のベッドカバーで実際に
使われていたものO 玩具の木馬が置いである所を
見ると子供部屋のようである。
写真11 市庁舎のタペス トリー
写真13 手織の布のベッドカバー
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つぎに，少しテキスタイル・アートに用いられている素材について述べてみよう。
染織の根本となる糸類は，殆どが天然のものであり，木綿，麻，羊毛等であり，殊に羊毛は
紡ぐ前に染色することが多い様である。
その染料は，これもまた，天然染料であって，草， 木，葉等，身近にある植物が多い。我国
でも，同じ様に植物染料での染色は万葉の時代から人々に親しまれているが， 身近なものから，
材料を選んで染めている点，非常に共通性がみられるが，北殴の草木染は非常に明るく，軽
やかな印象を受ける。方法も多少違って，北巨大では，一晩，煮汁に浸しておいて，空気中で酸
化させることが多いようである。同じノルウエーでも地域によって色調に違いがあって，西部
では，明暗が比較的はっきりしているし，東部では，柔かな感じのものが好まれているようで
ある。作られるものも，昔は，すき間風を防ぐ布などが多かったが，現在では，壁掛け，クッ
ション，ショール等が多く，建築の進歩をも語，っているよう に思われる。またこれらの作品は
全てに，自然を大切にして，厳しい気候条件から身を守り，人の心を慰めるようなものという
テーマが一貫して，その底を流れていると思われる。
これらの伝統の美を守り抜くために，この国では学校教育で実技を重んじ，授業料無料の工
芸学校が各所にあり染織の伝統美を守り育てるための重役を果している。その主なものとして
は，オスロ工芸師範学校とオスロ工芸学校がある。前者は主として，成人学校や高校生の指導
者を養成し，後者はプロデザイナーや作家を育成している。
私の訪問した「モニカスコーラン」は，ヴィーゲランの彫刻公園として有名なフログネル公
園の直ぐ横に伶ずむ，一見，民家のような可愛いらしい学校であった。若い女性の先生が指導
していたが，生徒の方は年齢も，様々でなかには10歳の子供と，お母さんが，一緒に学んで、い
た。 作っているものも，ホームスパンのようなもので，まだ極く基礎のクラスのようであった
が，誰もが熱心に習っている光景は，本当に手仕事の好きな，素朴な人々の感を強くしたので
ある。
ごの国の最後の見学場所であったノルウエー・デザインセンタ はー， 4ヶ国の工芸クラフト
を同時に見ることのできる所である。日本の様に或る程度の都市であれば，世界中のものが，
簡単に入手できるのと違って，北区大では，隣国のものでもなかなか売られていないのだが，こ
こだけは4ヶ国のものが揃っているので，それぞれの国柄を比較してみるのも面白いと思う。
そういう観点から，私の4つの国の工芸クラフ トの印象を述べると，まずノルウエーは素朴
で田舎風， しかし何とも言えない手のぬくもりのようなものを感じ，スウエーデシは，機能的
で，レベルが高く， フィンランドは，・明るく ，モダンであ り， デンマークは，独得な繊細さ と，
洗練された感覚を持っているといえるような気がする。
このセンターで，4ヶ国のクラフトを比較しながら，次々巡回する国々への期待に胸を躍ら
せ，この後スト ック〆ドルムへ向うため駅へと急いだのであるが，夕闇迫ま るオスロの 7月の空
は， 何に例えよ うもないほどに美しかった。 私はこの空を見て，ノルウエーのテキスタイル・
アー トの素晴しさの根源をっき止めた思いがした。
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写真14 ノルウエー ・デザインセンター 写真15 染色とぬいぐるみのエッグカバー
???
N スウェーデンのテキスタイル・アートについて
スウェーデンも，ノルウェーと同じく， 世界に誇れる織物芸術を保持する固である。殊に
伝統織物には，地方色があって興味深い。まず，北部のラップランド地方では，ハンドウエー
ブと言う紐織りが有名で、ある。これは，ラップ人が，冬の間，雪が靴の中に入らないよ うに，
ズボンの裾を靴の中に入れて，その上を縛るのに使用したものであるが， 原色でできているひ
もは，真白い雪の中でさぞかし美しかったことであろう。 また，南スウェーデンでは，ス コー
ネ地方のフレミッシュ織とよばれる，綴れ織が盛んである。ごの温和な気候と自然の条件に恵
まれている地域での織物は，豊かな色彩と華やかな模様が特色である。なお，フレミ ッシュと
並んで、素晴しいのは，ルーロカンである。ノ ルウエーのルーロカンと違う点は，リバーシフル
でないことである。 天然染料によって美しく染められた糸を 3本どりにして織っているので厚
地で暖かい布地である。 また，もう一つ，比較的新しい技法のもので＼ハーフクラパーという
織り方があ りこれは， 2本の糸で織られる浮織りである。
写真16 ルー ロカン（Landsv訂bokより） 写真17 ハー フクラパー （左に同じ）
この他に， 今日のスウェーデンの美しい織物の源であると考えられているものに，ペルシャ
械笹，あるいは印度繊訟に類似したデラカンカーペッ トがある。
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以上の様にこの国は，非常に素晴しい伝統を持っているのだが，他の固からの大量生産品の
波によって，この国のハンデイクラフトが押し流され，消滅してしまう のではないかと懸念さ
れた時があった。 それは丁度今から130年程前であるが，この時，これらの伝統を守るために
ストックホルムに公立のアート・スクールを開設したのである。この学校は， テキスタイルの
他に，メタル工芸・陶芸・ガラス・彫刻・絵画など多くの科を持ち， 毎年厳しい選考の結果，
100名位の新入生を迎えている。その3分の l位は， 外国からの留学生である。この様な経過
を経て，スウェーデンのテキスタイ ル ・アー トは，過去25年程の聞に，特別な自然条件と，伝
統を通して培われ，芸術的に方向づけられて，国際的にまで成長し，着実に復興と開発の途を
たどっている と言える。
私は，スト ックホルムで，公立のスウェーデン・ハンデイクラフト協会を訪ねた。そこは，
スウェーデン全体の手工芸に携わる人々，も しくは，手工芸に興味を持つ人々のメンバーで組
織され，工芸家を色々な形で助けているとのことであった。 材料やモデル，あるいはパターン
を提供したり，依頼されれば，その作品の販売も手伝っている。
ここで，見せて貰った織物は， 経糸が麻，緯糸が木綿のテーブルセンタ一等で，サンプルを
先に作って，誰でもが織れるようになっているとのことであった。
写真18 ハンデイ・ クラフ ト協会の内部 写真19 色彩豊富な織物用糸
写真20 織物のサンプル 写真21 作品の 1例
このページで紹介する機織り機は，この協会
より出されているカタログから抜粋したもので
あり，それぞれの仕組によって，出来上るもの
も違う。しかし，いずれも非常に機能的に工夫
されている。
下部3枚の図は，左・整経台，中・糸巻き，
右 ・行（はた織りで，経糸の聞をくぐらせて，
緯糸を通す道具である）。
図3 機織り機
図5 機織り機
図7 整経台 図8 糸巻き
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図6 機織り機
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次に，市街地に建設されている、まULTUR HUS ET，〆について少し報告しよう。
地下l階を有する 5階建のモダンなビルデイングで，日本的にいえば，文化会館といった所
だが，私が訪れた時には， 1階では，誰でもが自由に出入りして，版画をしたり，版染をした
りという設備が用意されていて，丁度日曜日でもあったので，沢山の家族連れが，思い思いの
製作を楽しんでいた。 その他， 2階， 3階では， スト ックホルムの案内があったり，さすが，
福祉国だけあって，障害者のための，いろいろ機能的な道具類などの展示物が置かれていた。
4階，5階は，舞台装置やコスチュームの展示場となっていて，古い時代の衣裳や，道具類
から，当時を垣間見ることが出来て興味深かった。
テキスタイ ル・アー トについても，多くの資料が揃っていて大変参考になった。以下，この
“KULTUR HUSET”より出されているハンデイ・クラフト集より，美しい刺繍を 2点紹介しよ う。
写真22 刺繍，特殊な技訟で丹念に刺されている美しいテ ブールセンター ・自のリ ネンに赤糸 l色
写真23 紋帳
写真24 バレエのコスチューム
（中世の舞台関係の展示場より）
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スウェーデンで工芸クラフトの古いものと，新しいものを見ょうとするなら， 野外博物館ス
カンセンとイケアのショールームを訪れると非常に面白い。
まづ，前者は，世界で最初の野外博物館であり，近代化と共に消滅しそうになった古い文化
を後世に残そうという意図により作られたもので，伝統工芸や，家屋などを見学できる。小さ
な染色工房では，版染の実演を見ることができた。染料は，ピグメン トカ ラーを使っていたが，
単純で， 易しい染色で，世界中各所で行われている方法であるが， 40度Cから60度Cまでの湯
洗いにも適応できるものであった。
写真25 染色風景 写真26 作品
写真27 作品 写真28 版の模様
マ記？，
I 'f ~ , 
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さで，後者のイケアは，北殴のトップデザイナーといわれる人々によって毎年，新しいイン
テリア用品が生まれている，染色についても，現在は，殆どが機械によるプリントであるが，
イケアで発表する新柄プリントは，毎年ヨーロァパのファッ ション界でも話題をよんでいる。
図柄はシンプjレなものが目立ち， 洗練されている。 このことは，この国の全てについて言え
ることであって，スウェーデンのデザイナーが，常に伝統と現代風の両方を尊重し，先見の目
を養いながら仕事をし， また必ず製造工程に於て芸術家と職人が共存して常に研究を怠らない
が故に，優れた機能美を持つ製品を，次々生み出しているのだと思うのである。
202 戸坂：スカンジナピア各国のテキスタイル・アートに関する報告
γ フィンランドのテキスタイル・アートについて
スカンジナビアの中で，この国だけは，他と共通性を持たない言語を使っている。そして，
1000年もの長い歴史を持ちながら，実に若々しい国である。
テキスタイル・アートの伝統的なものとしては，ラーヌという名前で総称する装飾織物をあ
げなければならない。下降線を辿るかに見えたこれらの伝統的織物の技法を再興させたのが，
スオメン ・キャシテユヨンユスタヴアド社（フィンランド手芸の友社）の芸術家達であった。私達
は，ヘルシンキ到着後，直ちに緑のとても美しい森の中にこの協会を訪れた。
この協会は， 1879年に創立され，協会のメンバーは，古いデザインやパターンを集め，復活さ
せることと，外国に影響されない自国のスタイ ルを樹立すること に力を注いだのである。1900
年のパリ万国博への参加を機会に，この協会はテキスタイル界に確固たる位置を築くことがで
きたのである。今日では最も有名なルイユタペストリーの他に，カーテン，テーブルクロスの
ようなインテ リア製品，刺繍作品，教会用のテキスタイル，装飾用の旗など沢山のものを生産
している。
近代的な械笹，ルイユタペス トリーは，機能的な生産品として価値があるという点を大切に
して創られている。大きな物から小さい絵のようなものまで，様々であるか，緯糸の長さによ
って立体感を出すように工夫され，大変美しいものであ り「色の詩」とまでいわれている。
フィ ニッシュデザインでは，他の分野に於ても，この視覚と触覚の両方を刺戟するようなデ
ザインが重視され，独自のものを築きあげたといえる。
現在，この協会では，芸術的な作品を企画して，ウール又はリネンを使い，伝わっている技
法を忠実に守り，全てを手織りで作業に励んで、いるのである。
写真 29 製作中のはた織り機 写真30 完成した作品
また，ヘルシンキには， 世界に名の知られるプリントメ ーカー，マリメ ッコ社がある。マリ
の野良着と称するだけあって，素朴で健康的なプリントを生産し，流行にとらわれる ことなく，
同一パターンが， 10年でも作られているのだから驚く 。また，布の他に紙ナフキン，壁紙， 曜
の装飾など，楽しい生活用品を生産している。私は， 以前よりマリメッコの生活そのものを大
切にする，あるいは人の心を大切にするという信念に共感を持ち，またその製品の気どらない，
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素朴さが，とても好きで， 予備知識を持ってそのショールームを訪れたが， 店内のディスプレ
イの見事さにまず圧倒された。そこには，単に品物を販売するというだけの目的ではない神経
の行き届いた空間があった。ごのことは，社長アルミ・ヲテイア女史が，「宇ヤリメッコは，繊
維や服を売るのではな く，人間の生活の一つの手段と方法を売るjというポリシーを持ち続け
ているとい うこ との吉正明でもあった。
写真31 ウインドウのプリン ト生地 写真32 ウインドウの服類
写真33 店内のデモンス トレーション 写真34 プリントされた縫と布の小物
フィ ンラン ドは， 建築技術に於ても世界にその名を誇っているが， 言う までも なく建築とテ
キスタイルは深いつながりを持つ。 住空聞があって，そ こへインテリアとしてのテキスタイ ル
をどのようにデザインするかということは，デザイナーにとって重要な仕事である。
本年7月，札幌市に於て北方圏センターの主催により可ヒ駄のイ ンテリ アH と題した国際シ
ンポジュウムが開催された。そのと き，私も責任者と して一つの部分を担当 したが，その折に，
各国から，5名のテキスタ イル ・デザイ ナーとアーチス トが参加した。そのひとりフィ ンランド
のスティーナ・トイビオさんが，彼女の国も北海道と同じく春になると，一挙に花が咲く， その自
然環境が作品に大きく反映し， また，地理的にも他の固と遠く， 言語も異る ことが，かえって外国
のファッショ ンやデザイ ンの傾向から影響されず， 自由に自分達のものを創作できたといい
つま りヨー ロッパの伝統に束縛されなかったと語っていたのが非常に納得のいく発言であった。
* COLOR DESIGN’78 12月号アイ・アイ・アイ北欧の工芸 四本貴資より
204 戸坂：スカンジナピア各国のテキスタイル・アー トに関する報告
百 デンマークのテキスタイル・アートについて
ヨ ロー ッパで最も古い君主国の一つであるデンマークの人々は，気どらず＼陽気で愛国心に
富んで、いる。スカンジナピアといっても比較的， 気候に恵まれており，コペンハーゲンなどは
マイナスになることがないと聞いて，札幌より暖いのに驚いたのであるが，やはり冬が長く夏
が短いのには変りがないであろう。
他の3ヶ国と同じように，この国の女性も生活の必需品を作るために，仕事の合間に織物や
手芸，編物等に精を出すのである。この国で代表的なテキスタイル ・アートはといえば，やは
りクロス・ステッチを挙げなくてはならない，粗い麻地に天然染料で染めた細い，花糸（木綿）
で，草花や鳥など身近なものをモチーフとして刺していく ，非常に優雅なものが多い。
コペンハーゲンの商店街を歩く と，店内いっぱい溢れるばかりの手芸品で，にぎわう店があ
る。その中で，ひと きわ目を引くのがこのクロス・ ステ ッチの作品である。
クロス・ステッチと並んで、’よく知られて
いるのは，ニットであるが，寒い所だから こ
そ，技術も色々と工夫されたのに違いない。
編込みの美しいセーターや，軽やかなストー
ル等，見ているだけでも楽しく，その手ざわ
りはなんともいえない手仕事のやさしさを伝
えてくれる。
また，デンマークは前述の通り長い歴史を
持つ君主国であるから，当然，城も沢山ある。
現在では，博物館として一般公開している
所もあって面白い。私達は，シエクスピアのハムレット
写真35 ニァトの店のウインドウ
の舞台として知られるクロンボ一城へ赴いた。コペンハ 写真36 クロンボ一城のタペストリー
ーゲンよ り北ヘ45km程の所にあるエルシノアの町に16世
紀北区大ルネ ッサンス様式で造られているこの城には，当
時の美術工芸の逸品が数多く保存されている。裏手の要
塞からは，対岸のスト ックホルムが，よ く見えて中世の
暗い時代が偲ばれて重苦しい雰囲気である が城の中に
は，大舞踏場等があ り，その壁面には，大きく見事なゴ
プラン手哉のタペスト リーが，沢山掛けられている。また，
テーブルカヴアーとか，椅子に張つである布とか，とに
かく繊維製品は全て立派なテキスタイル ・アー トである。
このことは1559年にフレデリックE世が，王位についた
時に，王宮を，ゴブラン織のタペス トリーで飾るため，
織師を雇っただけのことはある。しかし， この賛沢なゴ
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プラン織は，一般庶民は使うことを禁止されていたという。今のデンマークの人々の平等意識
では考えられたいことではないかと 時代の流れを痛感したのである。
ではつぎに，コペンハーゲンヘ着いたら，必ず行ってみようと考えていた所の一つ，デンマ
クー工芸博物館について報告しよう。これは， 1757年にフレデリックV世の元に，建築された
ロココ様式の建物の中に 東洋 ・西洋の工芸美術が収められていで しかもそれらのコレクシ
ョンは，中世から現代までの作品を年代順に整えである。
カーペット，タペストリー，磁器，陶器，銀製品，宝石，染織の数多くの作品がある。特に
デンマークからは，遠い国の日本や中国の美術や手工芸品にも出会って驚いた。また，ここの
図書館には，美術，工芸，建築，衣裳，広告類，写真，インダストリアル・デザイン等に関し
ての資料が揃っている。先に述べたように作品は，年代，国の別に陳列されているので，それ
ぞれを比較しながら観賞すると，色々面白いことが発見されて楽しい。私が特に興味を持った
のは，洋の東西を問わず＼また時代を間わず＼紋様の中に著しい共通点を見つけることである。
それは，丁度，プレインカの時代の縞模様と日本の唐桟の縞模様の類似性について，興味深
いのと同じように，今ほど，交通の便のよくない時代にこれ程の共通点を，色々な国々の聞で
発見することは，人間の本質に触れるようで大変に面白いと思うのである。
なお，この博物館では近代感覚の作品群もあって新しい時代のテキスタイル・アートに対す
る思考の場をも与えてくれる。
写真37 現代の作品
最後に，この国の実用的な手織製品について，少し触
れなくてはならなしミ。それは，外国からの大量生産品が
写真38 中世のゴブラン織
沢山輸入され，自国の手織製品の市場が脅かされているというのが，最近の実情のようである。
このことの対応策として デキスタイル・デザイナーが結束して大量生産する会社と契約を結
び，自分達の固での商業ペースで生産されるよう努力しているということを，前述のシンポジ
ユウムで，この国のデザイナー， トー リル ルード・ガルソイさんが語っていたが，私も日本の
最近の様子を考えても，こうした対応策は，非常に建設的で、大切なことであると思うのである。
デザイナーや作家が安心して仕事の出来る環境こそ良い作品のできる基盤であるのだから。
206 戸坂：スカンジナピア各国のテキスタイル・アートに関する報告
四おわりに
私は，スカンジナピアで何時が，一番良い時期かと質問すると今日が最高という返事が戻っ
て来るといわれているイチゴの最盛期， 7月の後半に旅をした。しかも15日間という短い日
数で幅広く巡回した。そのため，まだまだこの国々について未知のことが沢山あるしまた，冬
の厳しさに関しては何ひとつ知らなしユ。この国々の素晴しい所のみを見て，満足し，感心して
帰ってきたのではないかと思う。
帰国後，錯覚を起さないようにと自分にいい聞かせつつ，集めてきた膨大な資料の整理に取
組んだ。しかしその殆どが，各々の国の母国語で記されていて，英語になおし，また日本語へ
と訳す作業には多くの時聞が必要であって， まだ充分に完成していない。また，調べれば，調
べる程興味と関心が強くなって，まだまだ時聞を充分かけて追求したい。
そんな訳でこのリポートも，紙面の制約と共に，各国のテキスタイル・アートの概略より述
べることができなかった。しかし何故このように，スカンジナピアに於て，不滅のテキスタイ
ル・アートが育っているかということに一つの結論を出すならば，私は次のように考えるので
ある。
つまり，スカンジナピアの人々は誰もが，幸せな生活を営む為に自分達の暮しを愛し，その
上で長い歴史の上に立つ伝統を重んじ，更に新しい時代の息吹きを尊重しつ、 ，次代へのバト
ンタッチに努力を惜しまないという確固とした姿勢が，彼等の根底に流れているからこそであ
ると思うのである。
とかし流行に敏感になりすぎ，商業ペースに押し流され勝ちな最近の風潮の中に身を置く
私達日本人も，決して他の国に負けないような，むしろ世界に誇れる伝統芸術を数々持ち合せ
ているのである。（例えば染織関係についてのみ挙げても，友禅・藍染・型染・しぼり染・ 日本
刺繍 ・西陣織・耕……等々）
ただ，歴史の浅い北海道には，まだそれらがしっかりと根を下してはいないにすぎない，私
はスカンジナピアを訪れて，私達もこの北海道に根づいたテキスタイル・アートの下地を築か
なければならないと痛感したのである。そしてこのことは少なくとも教育の場でテキスタイル
・アートを指導する者のひとりとしてこれからの大きな課題でもあり，大切な任務であると考
えるのである。
今回は，最初に立寄ったフランスについては，述べる機会を持たなかったが，またいづれか
の折に報告したいと思う。
なお，いつの日か再び訪れる機会があれば，今度は冬の厳しい時を選んでその暮しぶりを観
察して来たいものとその日を楽しみにしている。
最後に，海外研修の機会を与えて下さった浅井学園・北海道女子短期大学に対して，心から
感謝の意を表し，またこの研修を元にして得ることのできた多くの知識と体験を今後の学生指
導に充分生かすことをお約束して，このリポートを終らせていただく 。 (1982・9・13)
